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パリ⼿㹀ָ⟰噟ח㼎ג׃䭯א䠐㄂さְ

20�5年、痥2�㔐孡⦪㢌動単穈勴約箍約㕂⠓陽（COP2�）に

ֶいて、欵噟ꬠㄏ⵸からの孡庛上傻を2˫よ׶⡚く䫇えること

を湡垥としたչパリ⼿定�պがさ䠐ׁれたկこれは、孡⦪㢌動単

穈勴約に加湅する全ての㕂が⿫加する、❨鿪陽定剅⟃勻の

ⴱめての㕂ꥷさ䠐である（た׌し、碛㕂は⼿定の箍約㕂では

あるがトランプ佟埄が20��年に膴鷌を邌明している）կパリ⼿

定は❨鿪陽定剅の⿾満から、トップダؐンによる削減湡垥鏣

定ではなく、ぐ㕂が自主的な削減湡垥を䲓־、削減湡垥の進

䯴を痥♲罏からレُؽーを「けるプレッジレُؽー倯䒭を

䱰用しているկこれは、対韋㕂が削減湡垥を提⳿することやレ

2050、׶ーを「けることに対して岀的䬳勲力を持ってֶُؽ

年⟃꣬を㾜劄した自㕂のչ長期⡚䱖⳿発㾜䨌殛（長期䨌殛）պ

を2020年に提⳿することをぐ㕂に要锜しているկ庛㹓効卓ガ

ス䱖⳿量を20�0年度תでに20��年度嫰2�削減することを

䲓־ていた傈劤も、20��年5剢にꟾ陽寸定したչ地㚖庛军化

対瘻鎘歗2պで、չ2050年תで�0の庛㹓効卓ガスの䱖⳿削減

を湡䭷すպという長期湡垥を鏣定したկ

一倯、現儗挿でぐ㕂が提⳿した湡垥⦼を꧊鎘しても、パリ

⼿定でさ䠐ׁれた湡垥は達䧭ׁれないことが明らかになっ

ている�կ加えて、パリ⼿定ではぐ㕂が5年׀とに湡垥を⡲䧭

し提⳿するが、提⳿する湡垥は⵸㔐提⳿儗よ׶も넝いもので

なけれלならないことが定められているկ⟰噟にとって׫れ

で劤孡で鋉制をתչ2˫湡垥�պに対して、ぐ㕂がいつ、どこ、ל

かけてくるか♶透明であ׶、鋉制䓼化のリスクを⹞周しなが

ら対䘔を検討ׇׂるを得ない状況であるկ

このような状況ではあるが、パリ⼿定は⟰噟の行動に㢌化

を⿹רしてきているկそれは㕂からの鋉制リスク׌けでなく、

市場からの㖇力が넝תってきていることが大きいկ(P*F（年

ꆃ琎甧ꆃ盖椚麊用杝甧行佟岀➂）の動きに겥衼なように、傈

劤でも堣関䫎项㹺のE4(（橆㞮・社⠓・ガバشンス）䫎项への

鯄䳔の動きは䓼㔿であるկ(P*Fは20�5年にP3*（顑⟣䫎项

⾱⵱）に縭せ、20��年にE4(䭷数を䫎项䭷垥に㼪入し、⟰噟

にとって䔲鑩䭷数に穈׫入れられることはフ؋イشンシング

の⩎꬗からもꅾ要となったկתた、䫎项㹺が対鑧やエン؜ー

ジًントを通ׄて、よ׶湫䱸的にE4(갪湡を⠓社の湡垥と䨌

殛へ籼׶鴥׬ことを要実する動きもあるկ⢽えל、➿邌的な

堣関䫎项㹺であるブラックٗック社は、妌䊜と碛㕂⟰噟の穗

㌀罏に向けたⰕ開剅知にֶいて、չ長期的な⣣⦼ⶼ鸡の䨌

殛的単穈׫を、吳主に嫣年提爙するպよう実め、չCEOは、自

らの《箍䕵⠓がそれらの䨌殛的鎘歗の見湫しを然実に実施

していることを明然に爙すץき5׌պと鶢ץているկ

E4(と⟰噟⣣⦼の関⤘に関する実鏾灇瑔に㛇בく⯓行灇

瑔は数㢳く存在するկ⢽えל、薉㕂の上場⟰噟�50社のデー

タを用いて、ぐ⟰噟のE4(䞔㜠の開爙宏彊を邌すスコ،と

パリ協定が迫る
長期戦略の必要性
－自動車業界を例に
衼罏長㿊 匌ㆸ、桪馉 韜

1 ： United Nations, 2016. “The Paris Agreement”. https://unfccc.int/process-and-meetings/the-paris-agreement/the-paris-agreement
2 ： 経済産業省, 2016. 地球温暖化対策計画. https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/pdf/ontaikeikaku/honbun1.pdf
3 ： United Nations Environment Programme, 2018. Emission Gas Report. https://www.ipcc.ch/site/assets/uploads/2018/12/UNEP-1.pdf
4 ： 「2℃目標」とは、パリ協定で合意された「人類の経済活動から排出される温室効果ガスによって引き起こされる地球全体の平均気温の上昇を、産業革命

前と比べて2℃未満に抑えるという目標」を指している。
5 ： BlackRock, 2016. Larry Fink’s 2016 Letter to CEOs. https://www.blackrock.com/corporate/investor-relations/2016-larry-fink-ceoletter
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（トーؽンのRで邌ׁれる）⟰噟⣣⦼との꟦に有䠐な姻の関

⤘があ׶、CEOの力が䓼い場さにこの姻の関⤘が넝תること

を㼪いている（F�H� -J FU BM� 20��）կתた、⚅歲の㢳㕂硂⟰噟

��社のデータを用いて、E4(関鸬のطガذィブなُصース（社

⠓に関するものというよ׶は、暴に橆㞮に関する頾の✲韋）

が発欰したꥷに、⟰噟の吳⣣は有䠐なطガذィブの⿾䘔を爙

すことを爙㇗している灇瑔もある（F�H� CBQFMMF�#MBODBSE 

BOE PFUJU� 20��）կ㼛勻的に⟰噟がE4(䞔㜠開爙の⚥でパリ

⼿定に侭さする䕎でCO2を湱䔲量減らす道筋と湡垥をうתく

提爙できなかった場さ、穠卓的に⟰噟⣣⦼の唱䴦につなが

る可能䚍もあ׶得るかもしれないկ

長期湡垥鏣㹀ח動ֹ⳿ׅ⟰噟

⯓進的な⟰噟は、⚥長期の庛军化対瘻を実める䫎项㹺の

㡮に羭を⫘け、パリ⼿定に⵱す䕎で膴挥稆穗㌀を穗㌀䨌殛の

⚥䗰に䰘えて、長期湡垥を爙す《׶穈׫を㨣めつつあるկת

た、孖꟦⟰噟が⿫歗する⟃♴のような庛㹓効卓ガス削減を杆

うイصシ،ذィブが甧׍上がってֶ׶、橆㞮対䘔に⯓進的な《

をする⟰噟が⿫歗し㨣めているկ׫穈׶

Ӫ 2050 PBUIXBZ PMBUGPSN�痥22㔐孡⦪㢌動単穈勴約箍約

㕂⠓陽（COP22）にֶいて鏣甧ׁれたパリ⼿定の長期湡垥

に向けた道筋への傍期獳行を佄䴂するイصシ،ذィブであ

׬2�ؕ㕂、�5鿪市、�5地㚖、20社⟃上の傈劤⟰噟をろ、׶

���の孖꟦⟰噟が⿫加している（20��年�剢儗挿）
Ӫ 4#5�չ2˫湡垥պに向けて猰㷕的濼見と侭さした削減湡

垥を鏣定することを推進する㕂ꥷ的イصシ،ذィブであ׶、

20�5年の発駈⟃勻、⚅歲で5��社（傈劤では��社）が4#5 

に㛇בき湡垥鏣定や湡垥達䧭へコミットしている（20��年

�剢儗挿）
Ӫ 3E�00�✲噟に必要な電力を�00�ⱄ欰可能エطルؘーで

調達することを湡垥に䲓־る⟰噟が⿫加する㕂ꥷ的なイ

20��年の発駈⟃勻、⚅歲でPXCをろ、׶ィブであذ،シص

め��0社、傈劤では20社が⿫加している（20��年�剢儗挿）

COP2�⟃꣬、暴に噟歲レكルで、庛㹓効卓ガス䱖⳿量削減

に関する長期湡垥を䲓־る動きが겥衼な欵噟が自動車噟歲

であるկ*E"（*OUFSOBUJPOBM EOFSHZ "HFODZ㕂ꥷエطルؘー

堣関）によれל、自動車欵噟はCO2䱖⳿量のと׻׶け㢳い噟歲

の一つであるկ加えて、䖞勻のガソリンや瀖屘敌俱から、電孡、

㣓搫ガス、バイؔ敌俱、宏稆敌俱などエطルؘーの㢳様化が

進行する⚥で、暴にⰻ敌堣関のEV化は䨌殛の鯥を寸める一

要稆となっているկ

しかし、EV推進が真のCO2䱖⳿量削減をもたらすかどうか

は、ぐ㕂のエطルؘーミックスに⣛存する꬗も存在するկ抟力

発電によ׶CO2を䱖⳿して発電し、電力をはるלる麊׿でEV 

に⯍電して饥行するよ׶も、湫䱸ガソリンを主たる動力彁とし

て饥行する倯が効率は葺い؛ースもあるկいײ׻る8FMM�UP�

8IFFM�の考え倯であ׶、ぐ㕂の敌顤鋉制もこの考え倯に㛇

いているկCOP2�湡垥を達䧭するための敌顤鋉制がぐ㕂ב

にあ׶、չ(H(䱖⳿量պ�0を䎂㖱で皾定する⟰噟ⴽ䎂㖱敌顤

（C"FE）��で鋉制するのが一菙的な،プٗーثであるկ(H(

䱖⳿量は、CO2䱖⳿⤘数（�L8Iあた׶のCO2䱖⳿量）とEVの

PwCコンサルティング、Strategy&
のディレクター。自動車、産業材、
製薬などの業界に対して、全社中
長期戦略、製品開発マネジメント、
新規事業開発、アフターセールス
戦略、オペレーション変革などの
豊富なプロジェクト経験を有する。

PwCコンサルティング、Strategy&
のシニアアソシエイト。自動車産
業およびハイテク産業を中心に、
新事業開発、成長戦略、オペレー
ション改革、および実行支援など
の幅広いプロジェクトに携わる。

桪馉 韜（たתこし・׀う） 
go.tamakoshi@pwc.com

長㿊 匌ㆸ（ながやת・とうてつ） 
totetsu.nagayama@pwc.com

6 ： The 2050 Pathways Platform website. https://www.2050pathways.org/
7 ： Science Based Targets website. https://sciencebasedtargets.org/companies-taking-action/
8 ： RE100 website. http://there100.org/companies
9 ： 「Well-to-Wheel」は、クルマそのもののCO2排出量（走行時にどれだけCO2を排出するか）のみでなく、エネルギー源の製造工程でのCO2排出量も考慮した

エネルギー効率のこと。



12 Strategy&   |   Strategy& Foresight Vol.20    2019 - III -

電顤（�LN饥行に必要な電力8I）の琎皾で皾⳿ׁれ、CO2䱖

⳿⤘数は㕂の一如エطルؘーの発電倯岀、すな׍׻㕂のエ

っているկתルؘーミックスによって寸ط

クルマの橆㞮䚍能何㊣は傈進剢娄で進行しているが、地椔

庛军化対瘻に⯓行的に対䘔している⟰噟でׁえも、長期湡垥

を爙すにとどתっているように見えるկたしかにトップذィ،の

自動車OEMは、2050年תでの達䧭を視野に入れた定量的な

CO2削減湡垥を琎噰的に䲓־ているկしかし、必׆しもそこに

ⵋるための道筋を明然に䲽き、開爙できている׻けではない

のが実䡾であ׹うկ20��年5剢に穗幥欵噟満はչ⣣⦼⼿ⶼの

ための窟さ的開爙・対鑧ガイダンスーE4(・ꬊ頿⹡䞔㜠と搀

䕎项欵䫎项�2պをⰕ邌したկそこでは、⟰噟穗㌀罏が開爙すץ

きⰻ㺁や、堣関䫎项㹺が考慮すץきⰻ㺁が鎸鯹ׁれている

が、E4(は、ؽジطスٌデルや䨌殛と穠ןつけて侭椚ׁれる

きものとして明鎸ׁれているկ➙䖓穗㌀罏にとって、長期湡ץ

垥に加えて䔲鑩湡垥と侭さ的な長期䨌殛を瘻定し開爙する

ことが、⣣⦼ある湡垥として钠められるためにתすתすꅾ要

にな׶そうであるկ

כה長期戦略の圓鸡ֹץ׷֮
Э荈動車噟歲׾⢽חЭ

長期湡垥の開爙についての㉏겗は⡦であ׹うかկ⢽えל

2050年תでといった♶然実䚍の넝い長期の儗꟦鯥にֶいて

は、⽃に定量的なCO2削減湡垥を提爙する׌けでは、䞔⹲の

㢌化によ׶㺁僒に湡垥の覆搫䚍が䴎らּ䛊れがある挿が㉏

겗であるկ׬し׹、⟰噟⩎がその湡垥をどのように達䧭しよう

と考えているのかというストーリーを提爙することによ׶、開

爙䞔㜠を铣׫《るスذークمルダーの湡から見て、湡垥達䧭

の䠐志が⼧ⴓに⠗׻るかがꅾ要であるկそのためには、一度

䲽いたストーリーが湡垥鏣定の胜䖓にある⵸提勴⟝の㢌化

に䘔ׄて、適ⴖに何鎍ׁれていかליならないկתた、CO2削

減湡垥を達䧭する䨌殛的手段がいかに歗期的なものであっ

たとしても、⟰噟の利渣䧭長を꣖㹱するような䚍呓のもので

あっては、鷞に⟰噟⣣⦼の唱䴦につながってしתうկ껷湱㸼龂

に鏣縧ׁれたչパリ⼿定に㛇בく䧭長䨌殛としての長期䨌殛

瘻定に向けた䥪锑⠓պが、20��年�剢に㕂としての長期䨌殛

の提鎉��を発邌しているկその提鎉にֶいても長期䨌殛に籼

ーكظきꅾ要な要稆の一つとして、չꬊ鸬竲なイץれるת鴥׶

シّ ンを実現ׇׁる橆㞮と䧭長の㥨䗃橆��պという挿が䓼調ׁ

れているկ⟰噟にとっても、CO2䱖⳿量削減を䠐陎した上で䲽

く自社の劢勻の窩㪦は、用いる⚥呌䪮遭や➿剏的なエطル

ؘーのコスト効率が⼧ⴓに넝いものであること、そして開発し

た橆㞮䚍能の넝い醡品が⼧ⴓな　渣を欰׬䕎で㉀噟化ׁれ

ることなどを通ׄて、⟰噟⣣⦼向上につながるものでなくて

はならないկ

それでは、パリ⼿定に嫰鯰的屟った䕎で長期湡垥を鏣定す

る動きが겥衼に見られる自動車噟歲を⢽にとると、չ橆㞮と

䧭長の㥨䗃橆պを欰׫⳿す長期䨌殛を圓眠するためのهイン

トは⡦であ׹うかկ

痥一のهイントは、⽃に電動化を䲓־てⰻ敌堣関から電孡

自動車（EV�5）へのⴖ׶剏えを湡䭷すことが長期湡垥に対す

る道筋とは限らないことであるկEVが真のCO2䱖⳿量削減を

もたらすかどうかを䊩〸する㕂のエطルؘー佟瘻、電動化の

推進スؾードを鋉定する㕂の関鸬鋉制やEV⯍電インフラ侭

⪒の動向、電寑に必要なコバルトなどをはׄめとする⾱勞俱

コストの動向など、自動車OEMがコントٗールできない㢳く

の♶然定要稆が存在しているկしたがって、自動車OEMがCO2

䱖⳿量削減のために䲽く長期的な䨌殛の倯向䚍は、♶然実

䚍に対してどうリスクヘッジを行うかという錁挿から、ガソリ

10 ： 「GHG」は、温室効果をもたらす気体の総称であり、代表的な「GHG」としてCO2が挙げられる。
11： 「企業別平均燃費(CAFE)」は、車種別ではなくメーカー全体で出荷台数を加味した平均燃費（過重調和平均燃費）で規制する、燃費の規制方式。
12 ： 経済産業省, 2017. 価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス-ESG・非財務情報と無形資産投資

https://www.meti.go.jp/policy/economy/keiei_innovation/kigyoukaikei/Guidance.pdf
13 ： 首相官邸, 2019. パリ協定に基づく成長戦略としての長期戦略策定に向けた懇談会 提言. https://www.kantei.go.jp/jp/singi/parikyoutei/siryou1.pdf
14 ： 首相官邸に設置された懇談会による提言では、非連続なイノベーションを実現するための鍵となる分野として、CCS（二酸化炭素の回収・地下貯留）、

CCU13（二酸化炭素の回収・利用）、再生可能エネルギー、蓄電池などを挙げている。
15 ： ここでいう「EV」は、バッテリーを動力源とするBattery Electric Vehicle（BEV）を指している。
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ンやディーゼルといったⰻ敌堣関の敌顤向上を㔳׶つつも、

HEV（ハイブリッド電孡自動車）、PHEV（プラグインハイブリッ

ド）、マイルドハイブリッド��、FCV（宏稆敌俱電寑車）、EVといっ

たパワートレインの鼅䫛肇の⚥から、ֶ そらく複数をミックス

ׇׁていくものにならׂるを得ないկ

痥✳のهイントは、㼛勻どのパワートレインが兛⿹するの

かが׻からないため、と׶あえ׆全てのパワートレイン開発

を全倯位で進めてֶくという㪦⹲では、すּに穗㌀项彁が駈

なくなることであるկ自社の限られた穗㌀项彁をどのよう׶

に効率的にꂁⴓするかという䙼考が、長期䨌殛圓眠の꒲と

なるկすな׆ת、׍׻自社が⮚位な؛イパؽリذィを有すると

考えられるパワートレインに対して⫘俶的に自社の穗㌀项彁

を䮶׶向けるとともに、それ⟃㢩は䙼いⴖって他社との提携

（،ライ،ンス）による開発に驎׫ⴖるという㼛勻⫷を⵸⦜し

で䲽いていくことであ׹うկそのためには、自社の㼛勻の䪮遭

ٗードマップと⚥長期的な㉀品䨌殛を明爙的に穠ןつける

努力を行い、自社に駈׶ていない要稆が⡦かを自覚すること

であるկ実ꥷ、3�%部Ꟍ主㼪で⚥長期の䪮遭ٗードマップは

⡲䧭している自動車OEMは㢳く、תたそうした䪮遭ٗードマッ

プを圓䧭する䪮遭要稆に橆㞮へのꂁ慮が籼׶鴥תれている

ことも㼰なくはないկしかしながら、満エطにも㺔♷するꬠ倜

的な䪮遭がどのような㉀品هートフォリؔにつながっていく

か、その穠卓どのようにして長期的な⟰噟䧭長を佄えるのか

という䨌殛的視挿が♶駈しが׍な⫘向は、暴に傈禸OEMに

見られる✲韋であるկ

かかる㉏겗钠陎も驎תえ、猘た׍は自動車欵噟のプレー

َー（暴に自動車OEM）がパリ⼿定に屟った長期䨌殛を寸め

る上での⚥呌的な圓䧭要稆は、⢽えל⟃♴のものであると考

えている（㔳邌� ⿫撑）կ

���長期的なパワートレインの最適ミックス

2050年תでという長期の俑腞で、EV、FCV、HEV／マイルド

ハイブリッド車、PHEVのそれぞれがどの程度市場に浸透す

るかは予見しにくい⚥で、自社の開発能力も考慮に入れなが

㔳邌1
荈⹛鮦0&.חとג׏の長期戦略の⚥呌的な構成要素

出所：Strategy&分析

長期戦略の主な構成要素 長期戦略の構成要素となり得る理由

長期的なパワートレインの最適ミックス
（その実現性を担保する上で、例えば以下が

 補足的な情報となり得る）

バランスの取れた
パワートレイン・ポートフォリオ実現
のためのアライアンス活用の方向性

既存エンジンの
燃費向上施策

エンジンの
プラットフォーム展開

電動車のキーパーツの
調達戦略

・ 長期的にEV、FCV、HEV／マイルドハイブリッド車、PHEVのそれぞれがどの程度市場に浸透するか
は予見しにくい状況

・ そのため自社の開発能力を考慮に入れながらも、ある程度バランス感覚を持って複数のパワートレ
インの開発を手掛けることで、一定程度リスクをヘッジすることが必要

－ 2050年という長期のタイミングを視野に入れると、既存のガソリンエンジンやディーゼルエンジンの熱
効率の向上手段に関しても（電動化推進の努力と並行して実施できる）様々なものが存在し得る

－ 最適ミックスの実現のために開発が必要なパワートレインの種類が増えることでコストが増加することに
対して、限定的な数のエンジンをプラットフォーム化し共通利用することによる開発コスト削減努力が必要

－ 電動化へのシフトの実現には、主要な部品の調達可否が大きな制約となるためその道筋を明らかに
する必要があるのに加え、車体軽量化につながるパーツをいかに調達するかについても検討が必要

・ 市場リーダー的な地位を有する自動車OEMであってもリソース上の制約から、全ての電動車タイプ
の開発に等しく注力するのは困難

・ そのためどのパワートレインに関して自社開発を行い、どのパワートレインは他社との提携による
開発を志向するかについて青写真を明らかにすることが必要

1

2

16 ： ここでの「マイルドハイブリッド」は、エンジンを停止した状態でもモーターのみで自走することが可能なストロング型のハイブリッドとは異なり、あくまで
エンジンを主要動力源として使用しつつ、エンジン駆動時に比較的小型のバッテリーとモーターで補助的にアシストするものを指している。
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らどのようなミックスが自社にとって最適となるかを明然に

するկ䔲鑩最適ミックス周に一定のリ،リذィを持たׇるため

に、⢽えל⟃♴のような酡駈的な䞔㜠がともに開爙ׁれると

よい׹׌うկ
Ӫ 既存エンジンの敌顤向上施瘻電動化のꤣにꦀれて䘌れが

ではあるが、2050年というタイミングを視野に入れると׍

すると、既存のガソリンエンジンやディーゼルエンジンの熱

効率の向上手段も様々なものが垷稊し得る
Ӫ エンジンのプラットフォーム㾜開パワートレインの数自体

を増やすことに湡がいきが׍であるが、車種が増える⚥で

コスト畸✯力を⥂つために、限定的な数のエンジンをプ

ラットフォーム化し共通利用することによ׶、いかに㸜く傍く

開発を鹴行できるかについての見《׶㔳を䲽く
Ӫ 電動車のؗーパーツの調達䨌殛コスト畸✯力のある電動

車を㉀噟 化するために、自 社としてはバッذリー、ٌ ー

ター、コントٗーラー、インバータ、%C�%Cコンバータといっ

たコ،部品をどう調達していくかの道筋を爙すկתた、CO2 

䱖⳿量削減の錁挿からは、いかに車体の軽量化につながる

パーツを調達できるかという視挿もꅾ要となる

���バランスの取れたパワートレイン・ポートフォリオ実現の

ためのアライアンスの方向性

市場リーダー的な地位を有する自動車OEMでも上鎸全て

の電動車タイプの開発に等しく注力するのは困難であるկど

のパワートレインに関して自社開発を主㼪し、どのパワートレ

インは他社との،ライ،ンスを用いていくץきかについての

ィもذリؽイパ؛ジّンを爙すկここでꅾ要なのは、自社のؽ

椚鍑した上で冽定的な最適パワートレインミックスへの獳行

のイًージをⴱ期的に䲽いた上で、㼛勻の橆㞮㢌化に䘔ׄて

その湡垥を厫鮾に何鎍していけるかどうかであるկ

こうした長期の儗꟦鯥の䨌殛は、橆㞮㢌化によ׶㧅䔲䚍を

㣟う可能䚍があるため、䫎项㹺から見れל、現段ꥡでの長期

䨌殛の稢部に㢳㼰毟纏があったとしても、そのこと自体で䫎

项の䠐䙼寸定上その⟰噟に対してشلルذィを铬すことはな

いと䟝定ׁれるկ׬し׹、䲽いた長期䨌殛の覆搫䚍を定期的

にٌصタリングし、適ⴖなタイミングで何鎍していくという厫

鮾で真䷚な開爙㪦⹲こそが、悵在的に実められている׹׌うկ

長期䫎项㹺の湡简ח甧ג׏

P3*に縭せする(P*Fなどの有力な堣関䫎项㹺が増える⚥、

E4(の要稆を明爙的に䫎项の䠐䙼寸定に穈׫鴥もうとする

長期䫎项㹺が〴걧しているկE4(を圓䧭する要稆の⚥でも、

孡⦪㢌動リスクに対する湡垥と対Ⳣ倯ꆙは、そうした長期䫎

项㹺が⟰噟に対して铡明顑⟣を実め㨣めているذーマであ

るկ然かに長期のCO2削減湡垥を爙すことは、一儗的に⟰噟

の湡简を上־ることには䕵甧つかもしれないկしかし、湡垥

׫穈׶》けを開爙していても、現実的に⟰噟がどのような׌

によって䔲鑩湡垥を達䧭できるかを一定程度爙ׇなけれל、

䫎项㹺の䫎项䠐䙼寸定に関する䞔㜠開爙صーؤは弫たׇな

い׹׌うկ市場の鋉制やルールを弫たすための対䘔に鷄׻れ

ていては䖓手に㔐ってしתいかיないկ大ⴖなのは、自社の

満エط志向の《׶穈׫が他社との䊴ⴽ化につながמ、׶いて

は⟰噟⣣⦼の向上を欰׬という铡明可能なストーリーを䲽く

ことであるկそのためには、自社の有する؛イパؽリذィを峤

い湫した上で、どのような崞動がCO2削減と⟰噟䧭長をず儗

に弫たし得るかを擾考する必要がある׹׌うկ
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